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　インプラント周囲炎の問題は、過去十数年にわたりインプラント治療に携わる臨床医に戸惑いと不安を与えてきた。
　セメント質や歯根膜の無い、血液供給に乏しいインプラント周囲組織において進行する骨吸収は解決困難な疾患と捉えら
れ、先ずはその予防的配慮が重要視され、プラークコントロールなどの改善は言うまでもなく、上部構造の形態の修正や適
切な位置への埋入への配慮がなされてきた。
　近年インプラント周囲粘膜炎やインプラント周囲炎、そしてインプラント周囲組織の健康の定義が明確にされ、過去の歯
周病の既往やプラークコントロールの不良、定期的なメインテナンスの欠如等のリスク因子が評価されてきた。また、イン
プラント周囲疾患の病因も徐々に明らかにされつつある。
　インプラント周囲炎はインプラント周囲の軟組織と骨組織における疾患であり、そのほとんどが骨欠損を有することから、
適切な除染が行われたならば、インプラント周囲骨欠損への治療とみなすことができる。Monje らはインプラント周囲骨欠
損を大きく 3つに分類し、そしてさらにサブクラスを 3つのパターンに分類した。これらのインプラント周囲、骨欠損のパ
ターンのうち、インプラント周囲の垂直的な骨の喪失を伴わない骨内欠損のパターンと、水平的な骨吸収を伴う骨内欠損の
混合型の骨欠損のパターンの 2つが、インプラント周囲、骨欠損の約 7割を占めることは特筆すべき事である。すなわちイ
ンプラント周囲の骨欠損の多くは骨内欠損であり、同心円状にインプラント周囲を取り囲むようなかたちの骨欠損であるこ
とは骨再生の観点からは不利ではないことを意味する。
　今回の講演ではインプラント周囲のリスク因子を評価し、適切なインプラント周囲の非外科的な原因除去の期間を経て、
外科的な介入としてインプラント周囲の再生療法を行った症例の手法とその経過について述べさせていただきたい
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